
右:山下奈良県知事 左:朝日副社長（日本生命）

自治体との包括連携協定等に基づいた取り組み

当社では、47都道府県※と、「包括連携協定」や「個別連携協定」を締結し連携

しています。

協定に基づき、「健康増進」や「地域の安心・安全」をはじめ、「地域経済の活性

化」「子育て支援」「青少年の健全育成」「スポーツ振興」等、それぞれの地域・

社会の課題に応じたさまざまな取り組みを進めています。

地域の健康増進ーがん検診受診勧奨活動ー

自治体との協定に基づき、2023年度からがん検診受診勧奨活動を全社一律で推進しています。

2023年度は、お客様へのがん検診に関する情報提供に加え、がん検診の受診・未受診理由等の地域の皆様の声を約56万件収集

し、結果を自治体や地域の皆様にフィードバックしました。

こうした活動を通じて、がんの備えに対する意識を高めるとともに、自治体のがん検診受診率向上に貢献することを目指します。

＜倉敷市等×倉敷支社＞

・包括連携協定の周知や乳がんに関する情報提供資料をファイリングした必携セットを活用し、がん検診受診勧奨活動を展開

・市と数量目標(がん検診案内人数)を共有し、定期的に報告を実施

市担当者の声

日本生命の営業ネットワークを活用して、市の情報発信ができることが非常に助かっています。

今後もWin-Winの関係で助け合えたらと思っています。

地域社会や人々とのつながり

2024年9月末現在※

「包括連携協定」の詳細はこちら

地域の方々の健康増進・疾病予防を目指し、がん検診受診勧奨活動に力を入れています。
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交通安全アンケート

広島市主催イベントでの自転車保険加入義務化に関する情報提供の様

子

島根県庁より
認知症に関する意識調査へのご協⼒依頼

Q１．認知症に関する、次の⾔葉をご存じですか

認知症に関する全国推計では、
令和7年に65歳以上の5⼈に1⼈が認知症⾼齢者に該当するとの報告がなされております。
島根県では、認知症施策の検討に活かすため、認知症に関する意識調査を実施しております。
当アンケートへのご協⼒よろしくお願いします。
調査にあたって、県と包括連携協定を締結している⽇本⽣命にご協⼒をいただいております。
⽇本⽣命職員による当件に関する事業所やご⾃宅へのご訪問について、
何卒、ご理解・ご協⼒を賜りますようお願い申し上げます。

島根県健康福祉部⾼齢者福祉課 地域包括ケア推進室

①認知症サポーター □ 知っている □知らない
②認知症カフェ(オレンジカフェ) □ 知っている □知らない
③若年性認知症 □ 知っている □知らない

「認知症」につきまして、当てはまるものにチェックをお願いします。

Q２．認知症に対して、どんなイメージを持っていますか
最も当てはまるもの１つにチェック

□ ⾃分で⼯夫しながら、今まで暮らしてきた地域で⽣活ができる
□ 医療・介護などのサポートを利⽤しながら、今まで暮らしてきた地域で⽣活ができる
□ ⾝の回りのことができなくなり、介護施設に⼊ってサポートが必要となる
□ 周りの⼈に迷惑をかけ、今まで暮してきた地域で⽣活することが難しくなる
□ 症状が進⾏していき、何もできなくなってしまう

Q３．今までに認知症の⼈と接したことがありますか(複数回答可)
□ 家族に認知症の⼈がいる（いた） □ 親戚に認知症の⼈がいる（いた）
□ 知⼈や友⼈に認知症の⼈がいる（いた） □ 仕事を通じて接したことがある
□ その他の場⾯で接したことがある □ 接したことがない

Q４．「MCI」という⾔葉をご存じですか
□ 知っている・聞いたことがある □ 知らない・聞いたことがない

認知症アンケート

安心・安全なまちづくりー交通安全啓発活動ー

自治体との協定に基づき、2024年度から交通安全啓発活動を全社一律で推進しています。

具体的には、地域の安心・安全に関する取り組みとして、交通安全に関する情報提供を行うとともに、アンケートを通じて、各自

治体の自転車保険の加入（努力）義務化状況の認知度や自転車保険加入状況等といった地域の皆様の声を収集しています。アンケ

ート実施後は、結果を自治体や地域の皆様にフィードバックしていくことで、各地域での交通安全の意識向上や安心・安全な地域

づくりに貢献することを目指します。

＜広島市×広島支社＞

県担当者の声

当取り組みを通じ、県民の皆様へ自転車の安全利用と自転車保険への加入の必要性を、よりきめ細かにお伝えできたのではない

かと思います。

地域の課題解決

糖尿病予防や認知症予防等の地域固有の健康課題や、お祭りへの協賛や地域イベントといった地域活性化等、地域の課題解決に資

するさまざまな取り組みを進めています。

＜島根県×松江支社＞

県担当者の声

幅広く地域の皆様へアンケートをご案内いただき非常に助かっています。ご報告いただいたアンケート結果については、今後の

政策立案に活用させていただきます。

交通事故の抑止・減少に向けた交通安全啓発活動に力を入れています。

各地域の課題解決に向けた取り組みをすすめています。

県が認知症施策の検討を目的に実施する「認知症アンケート」のご案内活動を実施

アンケートの回答結果を集計し、県への報告を実施
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地域活性化ーB.LEAGUE(国内男子プロバスケットボールリーグ)クラブへの協賛ー

当社は、全国各地に所在するB.LEAGUEクラブへの協賛*を通じて、地域活性化に向けた協働取り組みを展開しています。全国の

職員が地域のお客様へのご案内を通じ、子どもたちを対象にした試合観戦への無料招待やバスケットボール教室などの取り組みを

展開しています。今後も、B.LEAGUEおよび所属クラブとともに、日本全国を元気にする活動を展開していきます。

*67支社が52クラブへ協賛（2024年9月末時点）

＜兵庫県・神戸ストークスとの取り組み＞

西宮（現：神戸）ストークスの2022-23シーズンのホームゲーム観戦チケットを兵

庫県内の学校へ進呈し、7,424名の子どもたちを無料招待（2023年2月～4月）

＜福島県・福島ファイヤーボンズとの取り組み＞

福島県内小中高生約4,000名を試合に無料招待。また、会場にて車いすバスケット

ボール体験イベントを実施しました。

＜ベルテックス静岡との取り組み＞

静岡市の子どもを中心にバスケットボール教室を開催。約100名の子どもが参加し

ました。
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企業同士の商談

地域経済の活性化ー中小・中堅企業の支援ー

＜具体事例＞

コロナ禍で販路が縮小した地場の企業に対し、運営するビジネスマッチングサイトやイベント開催を通じて地域・企業規模を超え

たマッチングの場を提供し、ビジネスを支援

お客様の声

主力商品である地場産食材を用いた土産物の販路が縮小する中、ビジネスマッチングイベントで、大手百貨店等との接点を持つ

ことができました。ギフト商品としての販路をご提案いただく等、ビジネスチャンスの広がりを感じています。

人的資本取組を通じた企業価値向上には、「福利厚生制度」が効果を発揮すると考えており、当社では、さまざまな商品・サービ

スをラインアップし、福利厚生制度のトータルパートナーとして、企業・団体の人的資本経営・健康経営®*をサポートしていま

す。

ビジネスニーズをお持ちのお客様同士をつなぐ、ビジネスマッチング取り組みを推進しています。

ビジネスマッチングサイト「Biz-Create® by NISSAY」はこちら

Biz-Create®は株式会社三井住友銀行の登録商標です。※

商品・サービスの提供を通じて、企業・団体の人的資本経営を支援しています。

「健康経営®」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。*
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活動の背景

当社はサステナビリティ経営を推進しており、「人」「地域社会」「地球環境」の3領域で取り組みを進めており、「がん検診受診勧

奨活動」は「人」「地域社会」領域の取り組みです。

日本における死亡の原因第1位は「がん」で、国民の約2人に1人が生涯で罹患すると言われています※1。がんは早期に治療を行

うほど生存率が高くなるため、定期的ながん検診の受診による早期発見が重要です※2。しかし、日本のがん検診受診率は諸外国

の中でも低位で、男性が約41%、女性は約57%に留まります※3。こうした状況の中、厚生労働省はがん検診受診率60%以上を目

標に掲げ、各自治体はがん検診を推奨・実施しています。

当社は、全国各地に支社や営業部等があり、日ごろから地域の皆様にさまざまな情報提供を行っています。加えて、47都道府県と

包括連携協定等を締結していることから、地域の皆様に向けてがん検診の情報提供等を併せて行うことで、これまで以上に地域の

皆様に安心・安全をお届けすることができると考え、2023年に当活動をスタートしました。

がん検診受診勧奨活動

（公財）がん研究振興財団「がんの統計2023」年齢階級別罹患リスク（2019年罹患・死亡データに基づく）部位全がん※1

（公財) がん研究振興財団「がんの統計2022」全国がんセンター協議会加盟施設における5年生存率（2011～2013年診断例）全症例男女計 5

年相対生存率

※2

（公財）がん研究振興財団「がんの統計2023」がん検診受診率の国際比較、当社「「がん検診に関するアンケート回答のお願い（2023年度）」

でのWEBアンケート調査」集計結果

※3
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がん検診に関するアンケート

がん検診受診勧奨活動

2023年度は、全国約5万名の営業職員によるがん検診に関する情報提供と約56万件のアンケートを収集し、47都道府県をはじめ

とした全国の自治体へアンケート結果のフィードバックを行いました。また、全国各地でがん検診に関するセミナー等も実施しま

した。当活動を通じて、アンケートに回答いただいた方や自治体の皆様から感謝のお声を数多く頂戴しました。

＜アンケートに回答いただいた方のお声の一例＞

「今まで受診を考えたこともなかったが、今年は必ず受けてみようと思う」

「がん検診アンケートをきっかけに、昨年がん検診に行き、胃がんを早期発見できました。検診を勧めていただき、ありがとうご

ざいました」

＜自治体の方からいただいたお声の一例＞

「このような調査は、県ではなかなか出来ない。結果を庁内で共有し、政策立案の場面で使わせてほしい」

「自治体は制度を作ることはできるが、それを県民に周知する手段が限られている。日本生命が情報を届けてくれるのは大変あり

がたい」

2024年度は、地域の皆様により役立つ情報提供を行い、検診に対する意識を高めるため、アンケートへの回答内容に応じたがん

検診に関する情報提供を行います。また、自治体にとってより有益な情報をフィードバックすることを目指し、受診したがん検診

の種類などのアンケート項目の新設、昨年度と今年度のアンケート結果の比較分析などを行います。

加えて、当社グループではサステナビリティ経営のさらなる推進を目指していることから、全社プロジェクトであるニッセイサス

テナプロジェクト「にっせーのせ！」の活動の一環として、7月から当活動を開始している営業職員に加えて、9月の健康増進普及

月間に合わせ、当社として初めて全役員・職員約7万名が一斉に、「がん検診受診勧奨活動」に取り組みます。

この活動を通じてお客様や家族・友人等をはじめ、より多くの方にがんの備えに対する意識を高めていただくとともに、がん検診

受診率向上と、サステナビリティアウトカムである「ニッセイ版健康寿命」の延伸に貢献します。

がん検診受診勧奨活動に携わる職員インタビューはこちら

ニッセイサステナプロジェクト「にっせーのせ！」特設サイトで全国各地の取り組み公開中
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【参加者数】

2023年度

145校
13,778名

13年間で

1,047校
103,401名

社会貢献取組

当社グループは、これまでも、これからも「共存共栄」「相互扶助」の精神のもと、サステナビリティ経営の目指す『誰もが、ずっ

と、安心して暮らせる社会』の実現に向け、時代によって変化していくさまざまな社会課題に対し、地域の皆様とともに社会貢献

活動に取り組んでまいります。

未来を担う子どもたちに向けて

日本生命グループは、希望に満ちた未来世代を育む取組の一つとして、金融経済教育を実施しています。

全国の中学校・高校に向けて出前・受入授業を実施しています。

金融経済教育の一環としてライフデザインや保険の大切さを、全国の職員が講師となり直接伝えています。子どもたちが自分自身

の将来について考え、未来を切り拓いていくきっかけとなることを願い取り組んでいます。

先生の声

・普段、学校でなりたい自分をイメージさせることは多いのですが、日本生命職員さんはそこに「まさか」の出来事が起こると

いう別の角度からの切り込み方で、子どもたちも少し気が引き締まったように感じました。

・成人年齢が18歳になったのに、大切なことをしっかり伝えてくれる機関がない。今回のように、その道のプロの方が授業し

てくださるのは、大変貴重だと思います。

生徒の声

・講師の方自身の話や具体的な例がいくつかあって自分の人生と重ね合わせて考えることができて、将来についてもっとしっか

り考えようと思うことができた。

・進路で悩んでいましたが、人生設計について色んなことを教えていただけたので自分の中で考えが変わるとてもいいきっかけ

になりました。

地域社会や人々とのつながり

未来を担う子どもたちに向けて

ダイバーシティ・エクイティ&インクルージョンの理解浸透

ご契約者とともに取り組む社会課題解決

全役員・職員によるボランティア活動 ～ACTIONボランティア～

公益財団法人による社会貢献活動

グループ会社による社会貢献活動

「出前授業」「受入授業」

出前授業・受入授業の詳細、お申込みについて[1.5MB]
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授業風景

【受講者数】

19年間で

約4,000名

授業風景

授業風景

【受講者数】

2023年度

約1,200名

グループ会社の取り組み

大樹生命保険株式会社

青山学院大学における寄附講座の開講

大樹生命保険株式会社は、2005年度より青山学院大学における寄附講座「パーソナル・マネー・マネジメント入門～大学生の

ためのマネー・金融・経済の基礎知識～」を社員が講師となり実施しています。

ニッセイ・ウェルス生命保険株式会社

金融経済教育講座の提供

ニッセイ・ウェルス生命保険株式会社は、若い世代にお金に関する適切な判断力を持ってほ

しいという思いから、筑紫女学園大学(福岡県)に「金融リテラシー講座『マスカレ』」を提

供しています。

ニッセイアセットマネジメント株式会社

出張授業の実施

ニッセイアセットマネジメント株式会社は、より多くの子どもたちの金融・SDGs リテラシーの向上に寄与したいという思いか

ら、2023年度より全国の小学校に対し出張授業を行っています。

金融・投資教育冊子「投資を学ぼう！」の制作

ニッセイアセットマネジメント株式会社は、金融教育の推進の一環として、金融・投資教育

冊子「投資を学ぼう！」を制作し、どなたでもアクセスできるコンテンツとしてホームペー

ジ上に公開しています。

サステナビリティレポート2024   |  85



授業風景

大学での金融教育の実施

ニッセイアセットの役職員が、2022年度より、早稲田大学、大学院経営管理研究科におい

て、金融をテーマにした講義を行っております。

全国の高校生・受験浪人生を対象に進学準備等の費用を給付型奨学金として支給しています。

経済的な理由で進学をあきらめることなく、希望する将来への選択肢を拡げていくことを目指しています。奨学金の支給に加え、

受験前に全国の職員の直筆のメッセージや文房具などを送ることで、応援の気持ちも伝えています。2024年度からは支給人数を

これまでの倍の800名に拡大しています。

※協働先：認定NPO法人キッズドア基金

社内ボランティアによるメッセージ発送作業

2023年度は

397名を支援

3年間に

1,195名を支
援

受験生の声

・進学応援奨学金、とても助かりました。母が良かった、良かった。と何度も言ってました。それだけ大事なお金だと分かりま

した。

保護者の声

・手書きのメッセージが何よりも有難く、温かく親子で胸を打たれ、涙が流れ落ちました。

進学応援奨学金　supported by 日本生命
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ニッセイ名作シリーズ2023

音楽劇「精霊の守り人」撮影：曳野若菜 提供：日生劇場

日生劇場へ入場の様子

提供：日生劇場

野球部による野球教室 女子卓球部による卓球教室 桐生祥秀選手によるかけっこ教室

全国各地で小学生を中心に、本格的な劇場でのミュージカル公演等へ無料招待しています。学校単位で招待することで、多くの子

どもたちに観劇体験を通じた「豊かな情操」や「多様な価値観」を育んでもらえるよう取り組んでいます。

※協働先：公益財団法人ニッセイ文化振興財団

【招待者数】

2023年度

64,090名

60年間に

約807万名

当社野球部・女子卓球部による「野球教室」「卓球教室」、当社所属の陸上競技・桐生祥秀選手による「かけっこ教室」を全国各地

で開催しています。

日本を代表するアスリートとの触れ合いを通じて、体を動かす楽しさを感じ、将来の夢や希望に向けて進んでいく機会になること

を願っています。

2023年度

31都道府県
4,090名が参加

20年間で

約62,000名
が参加

参加者・保護者の声

・子どもたちが普段関わることがない野球選手に教わっている姿がイキイキしていてよかったです。

・選手相手に得点することもできて、自信になりました。

・初心者にもわかりやすく説明してくれたので楽しみながら卓球をすることができました。

・桐生選手の速さもすごくて、近くで一緒に走ってくれて、こんなに楽しいイベントだと思いませんでした！

ニッセイ名作シリーズ

2022年11月 「ニッセイ名作シリーズ」800万名達成」について[307KB]

ニッセイ文化振興財団について

スポーツ教室
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2023年度

791,110円
を寄付

4年間に

2,313,420

円

を寄付

こどもの貧困などの課題を解決するため、こども家庭庁等が推進している、「こどもの未来国民応援運動」に賛同しています。

当社オフィスに「こどもの未来応援基金 寄付型自動販売機」を設置し、飲料の売上の一部を寄付することで、こども支援を行う全

国の団体の活動に役立てられています。

※ 推進事務局：こども家庭庁、文部科学省、独立行政法人福祉医療機構

職員の声

・寄付型自動販売機が設置されていることで、こうした取り組みの認知拡大・啓発に繋がるものと感じています。自分の生活の

中で気軽に参加できるこのような取り組みがもっと広がっていくことで、こどもへの支援の輪が拡大されていくものと思い

ます。自分自身、積極的な利用を心がけていますし、周囲への声かけを行うことで、巻き込みを図っていきたいと思っていま

す。

・毎日購入する1本を寄付型自動販売機にすることで、少しでもお役に立てていると思うと、寄付型自動販売機で購入すること

を意識するようになります。一人ひとりが他の人を想う気持ちを育てていくには素晴らしい取り組みだと思っています。

子どもの貧困・居場所・格差・教育などの課題解決に向け取り組む団体の伴走支援を

実施しています。

全国各地のNPO法人などの団体が安定的な活動を確立すべく、有力なNPO法人の代

表の方など経験者がそれぞれの団体の課題に寄り添い、9カ月にわたり伴走するプロ

グラムです。より多くの強い想いを持った団体が活動を継続していくことで、社会課

題に対する多様な解決手段が提供されることを期待しています。

※協働先：一般社団法人全国子どもの貧困・教育支援団体協議会

2023年度の支援先団体：NPO法人未来経験プロジェクト、子どもみらい食堂、認定NPO法人兵庫子ども支援団体

支援先団体の声

・団体の課題が整理され可視化されたことで、やるべきことの優先度が明確になったことがよかったです。毎回、次までのアク

ションプランを一緒に考えてもらえたので月1回の打ち合わせがマイルストーンになりました。

貧困や虐待、家庭内暴力、育児ノイローゼなど生きづらさを抱えた少女や若い女性たちに寄り添い、サポートする活動を包括的な

協定締結に基づき、さまざまな形で支援しています。

※協働先： 一般社団法人若草プロジェクト

支援の一例：「TsunAが～る」

全国の360カ所以上の保護施設・シェルターなどが必要とするサポートと企業などが提供できるサポートをマッチングするデジタ

ルプラットフォーム「TsunAが～る」の運営を支援しています。また一緒に応援していただける企業を紹介し、応援の輪を広げる

取り組みも行っています。

「こどもの未来応援国民運動」への賛同

子ども支援団体への伴走　～教育支援団体個別支援プログラム supported by 日本生命～

生きづらさを抱える若年女性等に向けた支援
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当社清水社長による講演

全国の中学2年生40名を対象に、ノーベル賞受賞者を含む一流の科学者等の講義や実験授業を行う「創造性の育成塾」に協賛して

います。未来を担い世界に貢献できる理系人材の育成に向け、創造性と自ら考える力を育むプログラムです。2023年には当社社

長の清水博が「無限の可能性をつかみ取る」といったテーマで講義いたしました。

※協働先：NPO法人ネットジャーナリスト協会

参加者の声

・清水先生の話を聞いて、理系でも国語の力は重要だということを学びました。もともと理系に進みたいので国語は苦手でも構

わないと思っていましたが、「どれだけ良い研究成果をだしたとしても他人に伝えられなければ意味がない」と仰っていたの

で、国語の力をもっとつけたいと思いました。

・全国各地から来た、さまざまな興味を持った友人を作ることができ、刺激を受けました。また、仲間とチームになって作業を

することで、個人での作業以上に成果を出すことができると学びました。

子どもたちを取り巻くさまざまな社会課題に取り組んでいるNPO団体などに、当社職員がプロボノとして参加するプログラムを実

施しています。団体の活動や運営で直面している課題を一緒になって検討し、参加者が培ってきた経験やスキルをもとに、解決策

を提示しています。参加者自身も社会課題について理解を深める機会となっています。

※協働先：公益社団法人日本フィランソロピー協会

2023年度の支援先団体：NPO法人ぷるすあるは(埼玉県さいたま市)、NPO法人さんま(千葉県松戸市)、認定NPO法人ポケットサポート(岡山県岡山

市)

支援先団体の声

・私たちが取り組んでいる社会課題を一緒に考えてくれる仲間が増え、とてもうれしいです。企業がプロボノ活動を推進するこ

とは、市民の社会参画を促すとても大きな力になると思います。

参加した職員の声

・一つのことに対してこれだけフラットな立場で議論を尽くしたのは初めてでした。チームの一人ひとりが何かを良くしたいと

いう強い想いを持ち、たくさんの意見が出てくることに驚きました。部署を離れた仲間ができ、一つのモノを作り上げ、誰

かに感謝してもらえる活動に参加できて、温かい気持ちになりました。

「創造性の育成塾」への協賛

日本生命プロボノプロジェクトの実施
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児童養護施設を卒園し、大学等へ進学した子どもを、経済的・精神的にサポートする「オンライン里親」に取り組んでいます。

当社からの経済支援に加え、当社職員が「里親」となり、定期的なオンライン交流会を通じて支援する学生と交流を深め、卒業ま

で見守ります。

児童養護施設で過ごした子どもたちは、大学等へ進学しても、経済的な困難に加え、精神的な困難によって中退をしてしまうケー

スが多く、支援が必要な状況にあります。

当社では、オンライン里親の取り組みにより、そのような子どもたちの進学・就業による将来の収入格差の解消や、次世代への貧

困・虐待の連鎖を断ち切ること、児童養護施設に関連する社会課題の認知を広げることを目指しています。

また、里親として参加する当社職員自身にとっても、社会課題へ取り組むことで得られる気付きを業務へ生かすきっかけとなって

います。

※協働先：一般財団法人みらいこども財団

ダイバーシティ・エクイティ&インクルージョンの理解浸透

当社サポート選手であるパラアスリートとともに、全国各地域でパラスポーツ体験会・講演会を開催しています。

1人でも多くの方に「パラスポーツの楽しさを感じていただくこと」や「目標を持ちチャレンジすることの大切さ」を伝えていま

す。

＜車いすバスケットボール選手による講演会＞

車いすバスケットボールの魅力に加え、選手の生い立ちや障がいとの向き合い方、

夢や目標に向かってチャレンジすることの大切さを伝えています。

＜車いすバスケットボール選手による体験会＞

競技用車いすに乗り、「車いすの操作体験」や「シュート体験」を実施しています。

児童養護施設を卒園した子どもへの支援

パラスポーツ体験会・講演会
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＜当社サポート選手の小田凱人選手による車いすテニスクリニック＞

車いすテニスの次世代の選手を育成するため、小田選手が普段行っているトレーニ

ングの体験や、試合形式の練習を通じた指導を実施しています。

2023年度

8府県
3,586名が参加

3年間で

約5,300名
が参加

参加者の声

・最初から『無理』と決めつけず、まずは挑戦してみることが大事という言葉が心に残った。

・憧れの小田選手に教えてもらえてうれしかった。上にいけばいくほど技術が必要なのかと思っていたけど、大事なのは基礎だ

とわかった。

・親子で楽しく参加させていただきました。パラスポーツを実際にやってみる機会はあまりないし、子どもも、「車いすはすぐ

にくるくる回ってしまって難しかったけど楽しかった」と言っており、よい経験になった。

当社職員の観戦やお客様への観戦案内を通じ、全国各地域で開催されるパラスポーツ大会を盛り上げています。

2023年度

約800名が参
加

7年間で

約12,800名
が参加

参加者の声

・車いす同士がぶつかったり、車いすごと転んだりと、想像以上に迫力があった。

・選手たちが一生懸命プレーする姿を観て、自分も何かに打ち込みたくなりました。

パラスポーツ大会の応援
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自治体が各地域で開催するパラスポーツイベントでトークショーや体験会を開催しています。

＜当社サポート選手によるパラスポーツイベントへの出演＞

自治体が主催するパラスポーツイベントに出演し、車いすバスケットボール体験会や「インクルーシブ」について語るトークショ

ーを実施しています。

参加者の声

・車いすバスケットボールを初めてやったが、見た目以上に大変だった。障がいの有無はもちろん、親子ほどの年齢の差があっ

ても隔たりなく誰もが楽しめるスポーツだと思った。

ご契約者とともに取り組む社会課題解決

ご契約者が貯めた当社の独自ポイントであるサンクスマイルはさまざまな商品と交換することができます。交換の選択肢として社

会課題解決に取り組む団体への寄付を選んでいただくことができます。当社がご契約者の想いに加えマイル相当分を寄付すること

で、団体の活動を応援しています。

©Mercis bv

2023年度

約9,917万円

14年間に

7億1,174万円

地域でのパラスポーツイベントへの協力

「サンクスマイル」を通じた寄付
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本社サステナビリティ経営の一環として、全役員・職員が年に1回は何らかの社会貢献活

動に取り組む～ACTIONボランティア～を展開しています。すべての所属にサステナ推進

リーダーを配置し、所属取り組みの企画や全役員・職員の社会貢献活動の支援を行ってい

ます。

2015年からスタートし、9年連続で参加率100%を達成しています。

9年連続

100%参加

【参加者数】

32年間に

40,718名
が参加

海岸清掃 食品の寄贈 古本を活用した募金

全役員・職員によるボランティア活動 ～ACTIONボランティア～

“ニッセイの森”を通じた地球環境の保全

全国209カ所の“ニッセイの森”の保全を通じて、各地域の環境保全・防災・水源涵養などに貢献しています。全国の役員・職員が

「“ニッセイの森”友の会」を結成し、寄付を行い苗木や森林保全作業の費用の一部を負担しています。また、毎年20カ所以上の森

で実際に植樹や下草刈り・枝打ち・間伐等のボランティア活動を行っています。

※協働先：公益財団法人ニッセイ緑の財団

地域における清掃活動

各地で開催されるイベントに合わせた清掃活動や環境を守るための美化活動など、それぞれの地域に密着した清掃活動に参加して

います。

フードバンクへの寄贈

地域のフードバンクやこども食堂などへ、所属で持ち寄った食品を寄付する活動を行っています。地域活動のサポ―トに加え、食

品ロスの削減を目指しています。

古本を活用した募金

職員が読み終えた本を持ち寄り、古本募金として買取査定額を寄付しています。主に教育支援や居場所事業等を行う団体の支援を

行っています。

・子どもたちへの学習支援

・中学校の部活指導支援

・資格を生かした地域イベントの会計担当

全社的な社会貢献活動への参加

所属で企画した活動への参加

個人での取り組み
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公益財団法人による社会貢献活動

当社は、生命保険業と親和性の高い「医療」、豊かな情操を育む「文化振興」、豊かな社会の未来を担う「児童・青少年の健全な育

成」、世界的にも日本が先行している「高齢化問題」、そして次世代に引き継いでいく「環境」といった分野において、より一層社

会に貢献するために、5つの財団を設立しました。現在では、それぞれが公益財団法人となり、より良い地域・社会づくりに取り

組んでおり、当社は寄付を通じて各財団の活動を支援しています。

当社が設立した5つの財団

｢済生利民(生命・生活を救済し､人々のお役に立つ)｣を基本理念に、「共存共栄・相互扶助」を実践する場として1924年に設立さ

れ、｢日本生命病院｣を運営しています。

■日本生命病院

1931年に名門緒方病院の土地建物を継承し開院した「日生病院」は2018年4月に名称を「日本生命病院」と改め、元大阪府庁跡

地に新築移転・開院しました。現在29診療科・8診療センター、350病床を有し、「大阪府がん診療拠点病院」や「地域医療支援

病院」の指定を受ける等、高いレベルの医療を提供しています。更に、人間ドック検診などを行う「ニッセイ予防医学センター」

や在宅看護の「ニッセイ訪問看護ステーション」といった「予防・治療・在宅まで一貫した総合的な医療サービス」の提供によ

り、健康寿命の延伸や地域の医療へ貢献してまいります。

日本生命病院外観

【日本生命病院】

入院患者数

年間約10万6千名
外来患者数

年間約24万名

【ニッセイ予防医学センター】

2023年度

人間ドック受診者数

年間約1万4千名
定健受診者数

年間約2万名

(公財)日本生命済生会

(公財)ニッセイ文化振興財団

(公財)日本生命財団

(公財)ニッセイ聖隷健康福祉財団

(公財)ニッセイ緑の財団

公益財団法人 日本生命済生会
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■無料・低額診療等の実施

(公財)日本生命済生会は、1956年から第二種社会福祉事業である生計困難者を対象とした無料・低額診療や、児童養護施設など

社会福祉施設での無料健診等を続けてきました。

また2008年度からは地域の子どもたちを対象に「ニッセイ夏休みこども医療体験」を、2010年度からは行政とも連携し、公募

により地域の母子家庭の母親を対象に日曜日に無料乳がん検診を実施し、地域福祉の取組を強化しています。

検診車

【無料・低額診療】

2023年度

約3万6千名

【社会福祉施設での無料健診等】

2023年度

19施設

847名

無料低額診療を受けられた方の声  ※アンケート等でいただいた意見から一部抜粋・作文

乳がんと診断されましたが、当初自身の仕事や治療費のことを考え、治療にすぐに踏み切ることがなかなかできませんでした。

そんな中、看護師さんから紹介いただいた医療ソーシャルワーカーの方が親身になって相談に乗ってくださったことが私にとっ

て転機になりました。日本生命病院では無料低額診療という制度があり、一定の条件のもと低額で治療を受けられるというの

です。途方にくれていた私にとってはまさに一筋の光であり、この制度をすぐに利用させていただくことになりました。私が今

安心して治療を進めることができているのはこの制度、そして真剣に相談にのっていただいた病院スタッフ皆さんのおかげで

す。本当に感謝しています。

児童養護施設健診を受けられた施設の方の声  ※アンケート等でいただいた意見から一部抜粋・作文

毎年継続して子どもたちの健康状態をチェックできる良い機会になっていて本当に有難く思います。子どもたち全員を一度に連

れて受診することが難しいので、このように私たちの施設に車で健診に来ていただけることが本当に助かっています。

なかなか健診を受ける機会がない施設職員にとっても受診機会となっていますし、是非この活動は継続していただきたいです。

舞台芸術を通じた心豊かな社会づくりを目指して開場した日生劇場を中心に、優れた舞台芸術の提供・向上と芸術文化の振興に寄

与するために、1973年に設立されました。

子どもたちの「豊かな情操」と「多様な価値観」を育むことを願い、当社が協賛する「ニッセイ名作シリーズ」に全国の小学生を

無料招待しています。

また、ご家族で本格的な舞台芸術に触れていただく「日生劇場ファミリーフェスティヴァル」や日本のオペラ振興を目指した

「NISSAY OPERA」の制作・上演、中高生に向けた「日生劇場オペラ教室」の実施に加え、若手舞台技術者向けの育成の場であ

る「日生劇場舞台フォーラム」の開催や、舞台を裏から支えている方々に光を当てた「ニッセイ・バックステージ賞」を設け､舞台

芸術を支える人材の育成にも取り組んでいます。

公益財団法人 ニッセイ文化振興財団
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日生劇場(外観) 日生劇場(客席)

ニッセイ名作シリーズ2023

音楽劇「精霊の守り人」撮影：曳野若菜 提供：日生劇場

日生劇場へ入場の様子

提供：日生劇場

■日生劇場

舞台芸術の普及と振興を通じて心豊かな社会づくりに役立てるようにと、1963年に「日生劇場」(東京・日比谷)を建設、2023年

には開場60周年を迎えました。

こけら落としのベルリン・ドイツ・オペラ「フィデリオ」公演以来、オペラ、演劇、ミュージカル、コンサート等、さまざまなジ

ャンルの舞台が上演されてきました。また、(公財)ニッセイ文化振興財団が毎年主催する「ニッセイ名作シリーズ」、「NISSAY

OPERA」、「日生劇場ファミリーフェスティヴァル」等には幅広い層の方々にご来場いただいています。

劇場内部は、壁も天井も全て曲面で構成されており、壁面はキラリと光るガラスタイルのモザイクで、天井には色付きの石膏に約

2万枚のアコヤ貝が貼られ、独特で幻想的な雰囲気を生み出しています。

開場以来、数度の大規模改修を経て、現在も開場当時の姿をそのまま残しており、昭和を代表する建築物の一つとして高い評価を

得ています。

■ニッセイ名作シリーズ

(公財)ニッセイ文化振興財団は、次の世代を担う子どもたちの「豊かな情操」や「多様な価値観」を育むことを願い、1964年か

ら小学生等をミュージカルに無料招待する「ニッセイ名作劇場」を全国各地で実施してきました。

2014年からは同取組を発展、充実させた新たな「ニッセイ名作シリーズ」とし、ミュージカルやオペラ、クラシックコンサー

ト、人形劇等のさまざまなジャンルの舞台作品へ招待し、2022年11月に累計招待者数が800万名になりました。

当社は、当初から60年にわたり当取組に協賛しています。

【招待者数】

2023年度

64,090名

60年間に

約807万名

観劇された子どもたちの声  ※アンケート等でいただいた意見から一部抜粋

・ストーリーの中で、主人公が周りの人をとても大切にしており、その姿をとても良いと感じました。

・私自身も、主人公のように人に優しく出来る人になろうと思いました。

・みんなを笑顔にすることが素敵だと思いました。私も劇をやってみたいです。

2022年11月 「ニッセイ名作シリーズ」800万名達成について[307KB]
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NISSAY OPERA 2023「マクベス」

撮影：三枝近志

日生劇場舞台フォーラム

日生劇場舞台フォーラム

2023

舞台技術者の育成・支援を目的として、舞

台の裏側を紹介するフォーラムを1993年

度から毎年無料で開催しています。

2023年度はオペラ「マクベス」を題材

に、舞台装置や衣裳、照明をご覧いただ

きながら、演出家や舞台技術者等のパネ

リストの皆様に解説していただきました。

また、日生劇場公式チャンネル

（YouTube）にてアーカイブ配信も行っ

ております。

日生劇場公式チャンネルにて配信

https://www.youtube.com/watch?v=m6CedFqUah4&t=4ss

観劇された教員方の声  ※アンケート等でいただいた意見から一部抜粋

小学生にとって親しみやすく、またわかりやすくて、友達との助け合いや家族の絆など、一人ひとりテーマを感じながら見るこ

とができたようです。見応えのある内容で、将来の夢として「劇団に関わる人」と言い始める児童もいて、とても驚きました。

身近で迫力あるものを見て、感動も憧れも強かったようです。

運営ボランティアに参加した当社職員の声

ボランティアへの参加を通じて、ニッセイ名作シリーズがこんなにも子どもたちに喜ばれている取り組みであることを改めて知

りました。地域社会に貢献できる当取組に今後もボランティアとして参加したいと思いました。

■NISSAY OPERA

(公財)ニッセイ文化振興財団主催のNISSAY OPERAシリーズを毎年開催しています。国内外で活躍している実力派のオペラ歌手や

スタッフによる最高水準の公演を目指しています。

NISSAY OPERA 2017/ニッセイ名作シリーズ 2017 オペラ『ルサルカ』が、2017年度(第72回)文化庁芸術祭賞優秀賞を受賞し

ました。
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2023年公演「せかいいちのねこ」より

【公演数・来場者数】

2023年度

約28,000名

31年間に

473公演

約44万名

■日生劇場ファミリーフェスティヴァル

(公財)ニッセイ文化振興財団設立20周年にあたる1993年から継続的に開催している「日生劇場ファミリーフェスティヴァル」で

は、ご家族で本格的な舞台芸術に触れていただけるよう、クラシックコンサート、音楽劇、人形劇、バレエ等、バラエティに富ん

だ質の高い舞台作品を低廉な料金でご提供しています。

■ニッセイ・バックステージ賞

(公財)ニッセイ文化振興財団は、舞台芸術を裏から支え優れた業績を挙げている舞台技術者を表彰するため、1995年に「ニッセ

イ・バックステージ賞」を創設しました。華やかな舞台の裏側で舞台づくりに不可欠な仕事をされている方に光をあてるととも

に、後継者育成のための一助になればという願いのもと、2023年度までに66名の方々を表彰しています。

第29回「ニッセイ・バックステージ賞」贈賞

式

第29回(2023年度)受賞者

「人間性・文化性あふれる真に豊かな社会の建設に資すること」を目的として、1979年7月に設立され、児童・高齢・環境の3分

野を中心に、以下の6つの助成事業を進めています。

領域区分 助成事業名称 概要

都道府県

助成領域

児童・少年の健全育成助成 (物品助

成)

子どもの健全育成に向け活動する地域の団体へ必要な物品を

助成

生き生きシニア活動顕彰 高齢者が主体となる地域貢献活動を顕彰

研究・

地域活動

助成領域

児童・少年の健全育成助成(実践的研

究助成)

子どもの健全育成に資する研究に取り組む研究者等への研究

助成

高齢社会助成(活動・研究) 高齢社会の課題解決に資する活動・研究に助成

環境問題研究助成 環境問題研究に取り組む研究者等への研究助成

出版助成 助成成果の社会還元を目的とする書籍の出版・博物館展示案

内への助成

なお、「児童・少年の健全育成助成(物品助成)」と「生き生きシニア活動顕彰」の2事業は、「都道府県助成領域」として、都道府県

のご協力のもと、都道府県知事のご推薦に基づき助成・顕彰を行う、当財団の代表的なプログラムです。

また、研究助成成果については、シンポジウム・ワークショップ等を通じて、広く社会へ還元しています。

舞台衣裳製作

林 なつ子氏

バレエピアニスト

米田 ゆり氏

公益財団法人 日本生命財団
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静岡県「特定非営利活動法人 フリースクール空」助成物品：ノートパ

ソコン

【助成団体数・金額】

2023年度

256団体

約1.2億円

45年間で

14,430団体

約89.9億円

宮崎県「おもちゃ病院みやざき」

【顕彰団体数・金額】

2023年度

214団体

1,070万円

累計

3,244団体

約1.6億円

■児童・少年の健全育成助成（物品助成）

（公財）日本生命財団は、活力あふれる真に豊かな社会の実現に向けて、次代をになう子どもたちがたくましく心豊かに成長する

ことをめざしています。児童・少年の健全育成には、地域社会を構成する住民や諸組織が手を携え、地域活動の一環として、子ど

もたちの生きる力を育んでいくことが必要になっています。

そこで、当財団では、都道府県のご協力のもと、地域活動として定期的・継続的に実施している子どもたちが行う自然体験・生活

体験活動、仲間づくりや文化の伝承活動、地域の子育て応援活動に取り組む等、地域や社会課題に取り組む民間の団体に対して、

都道府県知事のご推薦に基づいてその活動に必要な物品を助成し、活動の輪を広げています。

■生き生きシニア活動顕彰

高齢社会を迎えるなか、元気で活力にあふれた高齢者の地域貢献活動が注目されています。

（公財）日本生命財団では、都道府県のご協力のもと、高齢者が主体となって行う地域貢献活動に取り組む民間の団体に対して、

都道府県知事のご推薦に基づいて顕彰を行い、地域活動の輪を広げてまいります。

詳細や団体からの声は、「Fu-mi(Vol.6)」をご覧ください
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2023年度助成 認定NPO法人 「養護教諭のスキルラダーを活用したオ

ンライン研修システムの開発」

【助成件数・金額】

2023年度

13件

1,963万円

累計

56件

7,700万円

2023年度助成 認定NPO法人 市民セクターよこはま『認知症カフェ動

画プロジェクト「まちかどピクチャーズ」』

【助成件数・金額】

2023年度

15件

2,448万円

累計

624件

約17.1億円

■児童・少年の健全育成助成（実践的研究助成）

子どもの健全育成を巡る社会的課題が一段と広範、複雑化するなか、実践性高い研究の役割・重要性が注目されています。

（公財）日本生命財団は設立40周年を機に、研究者と現場の専門職等実践家の協働による実践的研究を対象に、2020年度より助

成を開始しました。

上記の趣旨のもと、当助成は「子どもを巡る『真のウェルビーイング』の探求」を基本テーマとし、以下の2つの重点募集分野を

掲げて助成を行っております。

1.健全育成のための教育、周到な準備を図る分野

2.健全育成にとって喫緊の対応を要する分野

(各分野のキーワード・キーフレーズを当財団HPに例示しております)

■高齢社会助成(活動・研究)

（公財）日本生命財団は、1982年度より、将来の高齢社会を見据えた先駆的・実験的な事業への助成に取り組んできました。

これからの「人生100年時代」を活力あふれるものにするためには、自助・互助・共助・公助が一体となって人々を支え合う社会

の構築が喫緊の課題となっています。

当財団は、この課題の解決に向け、地域コミュニティづくり、地域共生社会の実現に向けた活動、研究に対して助成を行うととも

に、その成果をシンポジウム等を通じて広く社会に還元していきます。
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2023年度助成「塩性湿地の創出を基軸とした災害に強い森里海まちづ

くり」

【助成件数・金額】

2023年度

28団体

4,000万円

累計

1,332団体

約30.1億円

環境問題研究成果出版

【助成件数】

累計

60書目

2023年度「徳島県立博物館」

【助成件数】

シリーズ

80件

全国各地の

65館

■環境問題研究助成

（公財）日本生命財団では、21世紀の社会が活力あふれる真に豊かな社会となるためには、調和のとれた社会・自然環境に支え

られた、活力と創造性ある人間性豊かな生活環境を一層確立していくことが重要と考え、豊かな人間生活にとって欠かせない基盤

の一つである、環境の改善・充実に資する研究に対し、助成を行っております。

また当助成では、研究の遂行と並び、助成による研究成果の普及を図ることも重要であり、研究成果が社会に受け入れられ実践さ

れてこそ、環境問題への具体的貢献であると考えています。

このため当財団では、研究成果出版物の刊行を支援する成果発表助成、助成成果を報告・討議するワークショップの開催など、助

成成果の普及や環境問題の啓発にも注力しております。

■出版助成

助成成果の社会還元や地域文化の振興等を目的に、出版助成を行っています。

現在、下記の2つの助成プログラムを実施しております。

1．環境問題研究助成成果発表助成

環境問題研究助成の研究成果の普及を目的に、過去の研究助成対象者に対して、優れた研究結果の成果発表としての出版物の発刊

に対して助成を行っております。

2．博物館展示案内出版助成

地域文化の振興や青少年の文化教育に資するため、各地の博物館の協力を得て展示案内書を出版し、当該博物館をはじめ所在地県

内の小・中・高等学校・図書館等に寄贈しております。
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奈良ニッセイエデンの園

(有料老人ホーム 外観)

松戸ニッセイエデンの園

(有料老人ホーム 外観)

だれもが安心して、安全に、健やかに、そしていきいきと生活できる、より良い地域社会づくりを目指して、1989年に設立さ

れ、奈良・松戸の2カ所で有料老人ホームを核とした総合シルバーサービス施設「ニッセイエデンの園」を運営しています。また、

「高齢者の健康増進・生きがいづくりや、高齢社会における福祉サービスに関する調査研究」「介護福祉士等を目指す学生への奨

学金助成」「地域社会への貢献活動として、世代間交流につなげる取り組み」も積極的に行っています。

■ニッセイエデンの園

(公財)ニッセイ聖隷健康福祉財団が運営する「ニッセイエデンの園」(奈良:1992年開園、松戸:1997年開園)は、有料老人ホーム、

疾病予防運動センター、診療所、高齢者総合福祉センター、在宅介護サービスセンター等を整備した、高齢者の健康・福祉のため

の総合施設として、厚生労働省の「ふるさと21健康長寿のまちづくり事業※」の認定を受けています。両施設とも地域で暮らす高

齢者の健康と生きがいの増進および高齢者が安心して生活できるまちづくりに寄与しています。

※ 高齢者が安心し､生きがいを持って暮らせるまちづくりを実現させるために1989年からスタートした厚生労働省の施策

■介護福祉士等育成の奨学金助成

(公財)ニッセイ聖隷健康福祉財団では、1989年から介護福祉士志願者を対象に奨学金助成を行っており、その後理学療法士・作

業療法士・言語聴覚士の志願者にも対象を拡げています。また、2020年からは介護福祉士を目指す外国人留学生にも対象を拡げ

ており、福祉を担う方々の育成に取り組んでいます。

【給付実績】

2023年度

59名

1,376円

35年間に

757名*

3億7,648万円
*給付を受けた卒業生

「介護福祉士等育成奨学金」の奨学生の声  ※アンケート等でいただいた意見から一部抜粋・作文

大学入学後、継続していたアルバイト先が閉店してしまい、その後安定的に収入を得ることができず、金銭面で生活への影響が

あり不安でした。しかし、今年度はニッセイ聖隷健康福祉財団の奨学金を受給できることとなり、不安感が軽くなりました。

｢緑の保護、育成に努め、もって幅広く環境の保全に資する｣ことを目的に、1993年に設立され、｢森林づくり｣｢森林を愛する人づ

くり｣の活動をしています。

「森林づくり」では、1992年からこれまでに植えた苗木は138万本を超え、“ニッセイの森”は47都道府県の207カ所

（474.9ha）に拡がり、森林環境の保全に取り組んでいます。「森林を愛する人づくり」では、ふれあい森林教室・森の探検隊な

どの“ニッセイの森”を活用した森林のめぐみに触れる活動のほか、“ニッセイの森”の間伐材から作製した「樹木名プレート」や各

学校オリジナルの「学校の木のしおり」を学校などへ寄贈しています。また、オンラインを活用し、「ニッセイ緑のオンライン環境

講座」、「“ニッセイの森”の紹介」、「森の植物の歳時記」などの発信をしています。

公益財団法人 ニッセイ聖隷健康福祉財団

公益財団法人 ニッセイ緑の財団
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ふれあい森林教室

【参加者数（ふれあい森林教室）】

2023年度

800名

13年間に

5,915名

【参加者数】

2023年度

290名

22年間に

5,845名

■“ニッセイの森”での活動

ふれあい森林教室

(公財)ニッセイ緑の財団では、宮城県利府町にある「森から考えるESD学びの森」において、被災地で活動する団体等と協力し

て、2011年度より地元の未就学児童・小中学生とその保護者を対象とした森林整備体験・自然観察等を行う「ふれあい森林教室」

を開催しています。

ドングリ学校

(公財)ニッセイ緑の財団は、森林を育てていくことの大切さや持続可能な社会について学ぶ機会を提供するため、自治体やNPO法

人と協力し、「ドングリ学校」として、小学校の授業でドングリから育てた苗木を公園等へ植樹する実践的な森林環境教育を実施

しています。2013年度からは復興支援の一環として、育てた苗木を被災地で植樹しています。

ドングリ学校は、2016年度「第10回キッズデザイン賞」を受賞しました。

また、2023年度は宮城県仙台市の海岸防災林に新たなドングリ苗木の植樹地を設け、第1回植樹活動を実施しました。

■“ニッセイの森”の間伐材等を活用する活動

「学校の木のしおり」「樹木名プレート」

(公財)ニッセイ緑の財団では、“ニッセイの森”の間伐材で作成した「樹木名プレート」を学校や企業・団体等に寄贈する活動を

2017年度から行っています。

樹木名プレートの作成や取り付けを行うことを通じ、身近にある自然に関心を持ち、身近な自然環境への理解を子どもたちが深

め、植物や自然を親しむことで、森林を愛する人が増えていくことを目指しています。2019年度からは各学校オリジナルの「学

校の木のしおり」を提供しています。また、新たに幼児向け版の提供も開始しました。

【贈呈実績】

2023年度

179校

27,651名

7年間で

1,379校

217,717名

サステナビリティレポート2024   |  103



ふれあい木育教室

【参加者数（ふれあい木育教室）】

累計

1,520名

「学校の木のしおり」

校庭にある樹木から8種を選んでいただき、しおりを作成し、提供しています。

写真や解説、観察の視点をまとめた内容になっており、自然観察などの教育活動で活用いただけます。

取組に参加した子どもたちの声  ※アンケート等でいただいた意見から一部抜粋・作文

日頃見慣れている学校周辺の樹木に興味を持ち、より愛着を持つようになりました。理科の授業も面白く感じるようになりま

した。自然を観察することが趣味になりそうです。卒業後も母校に形としてプレートが残るのは嬉しいです。

取組に参加した教員方の声  ※アンケート等でいただいた意見から一部抜粋・作文

生徒自身が生き生きと取り組んでいた。学校の木のことを知ってもらうきっかけになって良かった。

これをきっかけに、自然についてもっと興味をもってもらえると嬉しい。

ふれあい木育教室

2018年度からは、当森で採取された間伐材を使った木工作を体験できる「ふれあい木育教室」を開催しています。

グループ会社による社会貢献活動

日本生命グループ各社では、それぞれの特徴を生かしてさまざまな社会貢献活動に取り組んでいます。(以下、各社取り組みの一

例)

大樹生命保険株式会社（以下､大樹生命）は、“緑・自然を守り、親から子へと美しい緑の街を伝えたい”とい

う願いを込めて、1974年から「苗木プレゼント」に取り組んでいます。緑を大切にし、次の世代に自然を残

し伝えていくという大樹生命の考え方に賛同する方に対し、苗木を贈呈する取り組みです。年度や地区ごと

に異なる樹種をプレゼントしています。

開始から50年間で累計538万本の苗木を贈呈し、全国各地で心地よい木陰をつくりながら、周辺環境の保護

などに役立てています。

大樹生命保険株式会社
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ボランティア休暇を取得したMLCの従業員 先住民が運営する企業の自動販売機

ニッセイ情報テクノロジー株式会社では、学校現場で進む「プログラミング的思考（論理的思考）」の育成をサポートするため、

社員が講師となり、オリジナルで作成した教材を用いた小学生向けプログラミング授業を行っています。プログラミングの面白

さ・ものごとを成し遂げた達成感を味わってもらうとともに、身近な生活の中でコンピュータが活用されていることや、問題解決

には具体的な手順があるといったことなどに対する気付きを得ることを狙いとしています。

事業所がある大阪・東京で開催し、これまで445名の児童が参加されました。オリジナルプログラミング教材は、ニッセイ情報テ

クノロジー株式会社のホームページでダウンロードすることも可能です。

日本生命と、当社グループ会社・当社設立の財団により、多様な事業フィールドやネ

ットワークを活用し、お客様相談窓口（ニッセイ・ライフプラザ）にて、「夏休みキ

ッズセミナー」を開催しています。参加した子どもたちは、各社の特色を活かしたプ

ログラムを通じて、普段できない体験や自由研究のヒントを見つけることにつなげて

いただきました。

国外のグループ会社でも社会貢献活動に取り組んでいます。

< 米国日本生命（Nippon Life Insurance Company of America） >

< MLC Limited >

< リライアンス・ニッポンライフ・インシュアランス（Reliance Nippon Life Insurance Company Limited） >

ニッセイ情報テクノロジー株式会社

日本生命・グループ会社・財団法人共催

国外グループ各社

米国日本人医師会への寄付（＄10,000）

従業員に対して2日間の有給のボランティア休暇を付与。この制度を利用し、2023年は所属チーム単位でフードバンク（10万

食以上提供）や児童ホスピスでの活動を実施

各オフィスに設置する自動販売機について、先住民が運営する企業から提供を受けることで、同社が積極的に雇用している犯罪

歴のある先住民の更生を支援し、再犯率の減少に貢献

がんに苦しむ人々を支援することを企図し、チャリティイベントを従業員向けに開催。集まった参加費等1,600豪ドルを、がん

の研究、予防、支援プログラムに寄付（2023年）

介護施設へ生活必需品を寄付
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GGNL（ミャンマー）による寄付 長生人寿（成都本部営業二区）によるマス

ク・アルコールなどの物資の寄付

バンコクライフによる寄付

TCWによるボランティア活動

< グランド・ガーディアン・ニッポンライフ・インシュアランス（Grand Guardian Nippon Life Insurance Company
Limited） >

新型コロナ対策のCSR基金として、3億チャットを設定し、当基金を財源とした以下の取組を実施

< 長生人寿（長生人寿保険有限公司） >

< バンコクライフ（Bangkok Life Assurance Public Company Limited） >

< セクイスライフ（PT Asuransi Jiwa Sequis Life） >

< レゾリューション・ライフ（Resolution Life Group Holdings Limited） >

< ニッポンライフ・インディア・アセットマネジメント（Nippon Life India Asset Management Limited） >

< The TCW Group, Inc. >

< Post Advisory Group >

ヤンゴン市民病院への寄付（医療機器購入資金として、3,000万チャットを寄付）

ヤンゴン市内の医療従事者310名への、医療保険の無償提供

医療保険契約者に対し、新型コロナ罹患時に最大60万チャット、ICU治療時・死亡時にそれぞれ100万チャットを支給する拡大

給付の実施

新型コロナの影響を受けた湖北省（武漢）に対し、本部より40万元の寄付を実施

各分公司においても、積極的かつ自発的な寄付活動を展開

財団・病院への寄付（新型コロナ患者の対応をしている3法人へ、取締役報酬の一部（総額50万バーツ）を寄付）

医療従事者支援を目的に、ジャカルタ市内の政府指定感染症病院（8カ所）の勤務者を対象とした資金援助を実施

ジャカルタ等の27カ所で、無料で抗体検査を提供（累計6,000人以上が実施）

出張で発生するCO₂排出をオフセットするため、ネパールで植樹を実施

若年層の雇用を支援するバミューダの慈善団体Transitional Community Servicesへ3年間で30万ドルを寄付

環境保全(マングローブ植林、水質保全)に関する取り組み

（2023年度：2,830万ルピー）

主に子どもを対象とした目の手術、治療支援

（2023年度：1,000万ルピー、累計：1,850万ルピー）

インドのオリンピックメダリスト育成支援を目的としたプログラムOlympic Gold Questへの寄付

（2023年度：2,000万ルピー、累計：12,150万ルピー）

ウクライナへの寄付を実施

海岸・河川のクリーンアップボランティアへの協賛・参加

ロサンゼルスのフードバンクに寄付を実施
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